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赤嶺です・・・明けましておめでとうございます。別子山協力隊赤嶺です、本年もどうぞ宜しくお願い致します。こちらに来た

ばかりの頃は一年もやっていける気がしないと自身喪失の日々でしたが、今はわりかしおだやかな時間を過ごせていると思いま

す。健全な精神と健康、これが何よりも大事だと、20 代ながら痛感しております(笑)さて先日は、支所の職員と地域の方のご

協力を経て、私の圃場にワイヤーメッシュをとりつけることが出来ました！（まだ完成はしておりません）ようやく畑ができる

環境が整ってきたので嬉しいです。ワイヤーメッシュに必要な道具の揃え方、取り付け方等々、勉強になりました！また、以前

土壌検査を実施したのですが、自分が想定していた土壌環境と少し違ったため、今後の課題を発見できました。ここ別子山は丘

陵地なため、土壌は褐色森林土という特徴を持ちます。ここで詳細は省きますが、ようはミネラルの流失が多いわけですね。そ

のため、自然栽培、自然農では、この流亡を防ぐべく雑草を管理し、また敷き詰める作業が必要になってくるわけです。慣行栽

培では、ここにミネラルとなるリンや苦土石灰などを蒔くのですね。それぞれの農法で、やり方が違ってきます。 

それではまた春頃に♪ 

松井です・・・つい先日、新年のご挨拶をしたばかりのような気がするのですが、もう 3 月なんですね(^^;) 

1 月 2 月は何をしていたんだろうかとハッキリ思い出せないくらい、時間が過ぎるのを早く感じております。 

とはいえ、冬季は畑作業もそんなに追われる事はないので、僅かに育てている作物を普段よりシッカリ観察し、柵の補修を

したり、新たに囲いを作ってアルものを育てたり、伐採した木や枝をチェーンソーや薪割機で使いやすい形に加工したりと、

自然の厳しさの中、楽しく作業させて頂いております♪ 

前回の協力隊通信で『断捨離をすると新しい何かが舞い込んでくる』と書かせて頂いたのですが、1 月 2 月も自分にとって

はハッピーでラッキーな出逢いや挑戦が舞い込んできまして、今はその出逢いや挑戦を更にグレードアップさせるべく、まず

は知識をインプットしつつ、実践に向けて準備を進めているところでございます。 

先月には無事に歳を 1 つ重ねる事が出来ましたので、いくつになっても新しいものを取り入れ挑戦する事を恐れず、常に自

分をアップグレードしていけるよう、次の年度に向けてバッチコイ精神で進んでいこうと思っております♪ 

令和６年２月２日（金）別子中学校では少年の日記念行事として「もちつき」を実施いたしました。 

中学 2 年生で 14 歳となった者が「自覚・立志・健康」を願う日で「少年式」が各地で開催されています。 

今回、別子中学校では 6 名の生徒さんが対象と言う事で、２学年の生徒さんとその保護者の皆さん、さらに先生方

がお集まりになり、思いを込めた“もちつき”を実施することが出来ました。 

私ども「公民館」と「ふるさと館」がサポート役としてお手伝いをしましたが、つきあがったもちを見ても、しっ

かりと“粘り”があり“伸び～る“お餅がつきあがっていました。おいしかったです。 

自覚：自分自身の置かれている状態や価値を知り、「覚る」とは気づくことです。自分と向き合う強い意志を持ち前

に歩んでください!! 

立志：志を立て将来の目標を定めて、これを成し遂げようと決心することです。気持ちをしっかり持ち、様々な事に

挑戦し、苦手や困難から目をそらさず希望に向かってチャレンジしてください!! 

健康：心身ともに健やかな状態で、健康の保持増進に努めましょう。 

   何より元気でなければ何も始まりません!! 

これからも、記念日の秘めた思いを忘れず、一歩一歩踏みしめて歩んでください。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少しだけ、春の気配を感じら 

れる様になってまいりました。 

今年は２月中旬から体感的にも暖かい日が続き、雨が降る日

も多く、ちょっと暖かすぎる⁉と思わせる気候でした。 

気候と言えば、冬から春に移り変わる際に日本付近に一時的

に前線が停滞する、「菜種梅雨（なたねづゆ）」と呼ばれる現象

ですが、通常は菜の花が咲く３月〜４月によく起きる現象で、

今年の様に2月のうちに前線が停滞することを同様に呼ぶべき

か、気象予報士の間でも判断が分かれるそうです。 

やはり温暖化の影響ですかねぇ⁉でも、今日は非常に寒い‼ 

さて、早々に公民館研究大会が控えております。大会の成功

はもとより、これまで一年間にわたり、部員の皆さんと部会を

通じて少しずつ、繋がりを深められた事が、何より私自身の収

穫であると感じております。まだ大会はこれからですが、部員

の皆様には感謝しかありません。ありがとうございます。 

これからも私自身明るい未来作りに繋がるよう、出来ること

は拒まず、出来ない事でも万全を尽くしてまいりたいと思いま

す。どうかご支援ご協力をお願いいたします。 

日毎に暖かくなり草木も芽吹き始めますが、まだまだ一時的

な冷え込みも考えられます。 

皆さんも、体調管理には万全を期してお過ごし下さい。 

新居浜市内の学生さん、社会人のみなさん、趣味のクリエイターの方、どなたでも「ハガキ１枚」から気軽に出品できます。 

あなたの自慢の作品をお待ちしています！！ 

１．作品受付  ４月１日（月）９時４５分～１６時  作品と申込書をあかがねミュージアム２階にお持ちください。 

２．募集部門   書道・日本画・洋画・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体）・写真・デザイン・版画・絵手紙 

・文芸（短歌・俳句・川柳） 

３．展  示 

     日時：４月６日(土)～４月１４日(日) 

※華道は、前期11日(木) 12日(金)、後期13日(土) 14日(日) 

時 間：９時30分～17時［8日(月)は休館日］ 

・12日（金）は１９時３０分までナイトミュージアム(開館延長) 開催 

    場 所：あかがねミュージアム２階 

令和 6 年３月１日（金）から３月７日（木）までの７日間、

春季全国火災予防運動を実施します。 

火災予防を常に意識し、火災による被害を防ぎましょう。 

１ 防火標語 

『 火を消して 不安を消して つなぐ未来 』 

２ 火災予防推進事項 

 （最重点項目） 

➀住宅防火対策の推進 

②林野火災予防対策の推進 

（重点項目） 

①特定防火対象物等における 

防火安全対策の徹底 

②放火火災防止対策の推進 

③製品火災の発生防止に向け 

た取組みの推進 

④多数の者が集合する催しに 

対する火災予防指導等の徹底 

⑤乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進 

⑥地震火災対策の推進  

移動図書館「青い鳥号」が、別子山地区にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

  3 月は、１４日（木）に巡回します。 

別子小中学校 １３：００～１4：0０ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

 新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

☆別子校区総合防災訓練実施  
日時：令和６年３月１７日（日）午前９時～ 

   場所：別子山公民館前 

   内容：・各自治会用防災資器材の点検作業等 

（発電機や投光器を各自治会ともに持参願います。） 

☆別子山大野のエドヒガン桜周辺整備作業実施  
日時：令和６年３月２４日（日）午前９時～ 

   小雨決行予定です。よろしくお願いいたします。 

          皆さんこんにちは、別子山公民館の小山でご 

ざいます。２月も下旬に差し掛かり気温も徐々

に上がってまいりました。ここ数日、雨が続いていることもあり別子

山の凍った大地が緩み草木が春に向けて活動し始めたことに気がつ

かされる今日この頃ですが、皆様は如何お過ごしでしょうか。 

私は、松山で開催された「社会的養護とアフターケアに関するセミ

ナー」に参加してきました。セミナーの内容は、何らかの理由で保護

者と一緒に暮らせない子供たちが高校卒業などを機に、児童養護施設

や里親の元から自立(養護措置解除)を求められますが、そのほとんど

の方が社会的に自立できないまま孤立・困窮している現状を伝えると

ともに、その養護措置解除者に対するアフターケアの必要性を訴える

ものでした。基調講演の最後は「社会的養護の入り口は＂地域＂、出

口も＂地域＂」といった言葉で締めくくられていました。 

人として対等に…、なんとなくでもつながっているという…、解決

できることは少ないかもしれないけど共に生きる…、そんな押し殺さ

れた若者の地域社会に対する要望が聞こえてきたように感じました。 

セミナーの後、改めて自分の生い立ちが恵まれていたことに感謝する

とともに、教育(家庭・地域・学校・社会)の重要性も再認識させられ

ました(おわり)。 


